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 [授業の概要・目的]
民族・地域の特性や居住の諸相を文化・地域環境として捉え、建築学・人文地理学・文化財学・図
形科学・文化人類学などの既存の諸分野を踏まえつつ、それらの融合を図ることによって、文化・
地域環境の生成・展開・構築・保全の諸過程や現状の解明をめざすための基礎的な理論と方法論を
教授する。

 [到達目標]
履修学生が、専攻する学問分野の内に留まることなく、文化・地域環境の生成・展開・構築・保全
の諸過程や現状について融合的に理解し、自らの研究に活かす能力を養うことを目標とする。

 [授業計画と内容]
以下のように、各分野の専門領域について、リレー講義の形式で行なう。
第1回　イントロダクション：講義の方針および文化・地域環境論の概略説明を行う。
第2回～4回　環境構成論分野の各教員が当該分野に特徴的な理論と方法論を講じる。
第5回～7回　文化人類学分野の各教員が当該分野に特徴的な理論と方法論を講じる。
第8回～10回　地域空間論分野の各教員が当該分野に特徴的な理論と方法論を講じる。
第11回～13回　文化遺産学分野の各教員が当該分野に特徴的な理論と方法論を講じる。
第14回　総合討論：これまでの講義を踏まえて、文化・地域環境の生成・展開・構築・保全の諸過
程や現状について議論する。

 [履修要件]
文化・地域環境論講座に所属する修士課程の学生は必修。

 [成績評価の方法・観点及び達成度]
授業への積極的な参加度（20％）とレポート2本以上（80％）によって評価する。
レポートの課題は、講義担当の各教員から提示される。
少なくとも2本のレポートを、指導教員以外の教員に提出することとし、少なくとも1本は異分野教
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員に提出すること。

 [教科書]
なし

 [参考書等]
  （参考書）
授業中に適宜、指示する。

 [授業外学習（予習・復習）等]
事前に、開講分野に関わる基礎的文献を読解しておくことが望ましい。授業後、各教員によって講
義中に提示された文献や関連文献を読み、文化・地域環境に関する理解を深めること。

（その他（オフィスアワー等））
各教員が個別に指示する。

※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。


